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人に寄り添い、人を高める技術
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身体そのものも
適応的に増強

人間単体 人間+IT・RTシステム

環境・道具が
身体能力を拡張
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基盤計測技術

加速・
機能向上

遠隔・
規模拡大

身体機能
拡張

感覚機能
拡張

認知分析
機能拡張

コミュニ
ケーション
拡張



人間拡張が、人をアクティブにする
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環境

感覚

運動

Stimulation

Response

受動的な「刺激→反応(S-R)モデル」から、
能動的な「行為→結果知覚(A-P)」モデルへ

Action

Perception

人機一体感
自己効力感

超人感

Well-being



産総研の人間拡張研究
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センサ
デバイス

サービス
工学

デザインロボティクス
バイオ

メカニクス

人間拡張技術として融合

知覚・認知
心理学

介護

介護負担低減

生活機能拡張

健康

運動機能拡張

運動継続意欲向上

労働

技能スキル拡張

ワークエンゲージメント向上



人間拡張技術でサービスビジネス創出
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センシング

人間機能
評価モデル

リアルタイム
介入

サービス
デザイン･評価

エコシステム
デザイン

人間拡張

Society 5.0

人間

+IT・RTシステム

Well-being



拡張テレワークに向けた研究フォーカス
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センシング

人間機能
評価モデル

リアルタイム
介入

エコシステム
デザイン

人間拡張

Society 5.0

人間

+IT・RTシステム

サービス
デザイン･評価

Well-being

Realtime

interaction

Cyber-Physical 

service

Human

data

Social

functions

Remote

Empowerment

Training



コンピテンス・シェアリング
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介護

製造

育児

観光

災害救助

人アバター

ロボット
アバター
（人型）

ロボット
アバター
（非人型）

CGアバター

コンピテンス
シェアリング

コンピテンスのデジタル化

アバター自律化

スマートスーツ


